
 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍で子どもの心に起きていること  

校長  大幸  麻理   

 先週から水泳学習が始まりました。昨年度、一昨年度は、通常の水泳学習は行っていませんでしたので、

３年ぶりの再開です。１、２年生にとっては、学校のプールでの初めての水泳学習になります。これから暑い日

が続きそうなので、全学年で実施ができるのではないかと思っています。先週は高学年が入りました。久しぶ

りの水泳学習にとても喜んでいる子もいれば、少し戸惑っている子もいました。でも、子ども達の笑顔がたく

さん見られたのが良かったと思います。  

 先日は、5 年生が稲作体験として、田んぼの会の方々の指導のもと、四季

の森公園の田んぼに田植えをする体験をしました。これも３年ぶりです。泥の

土に足をとられながらも、楽しそうに稲を植えていた子ども達の姿に、やはり

実際の体験に勝るものはないと改めて実感しました。  

 このように、２年間余り停止したり制限したりしてきた教育活動も、少しず

つ通常に戻りつつあります。それは本当によかったと思いますが、だからこそ、

子ども達にとってのこの２年間は、大人が考えるよりずっと長く、そして大きな影響を及ぼしていると感じるこ

とがよくあります。例えばマスクについてです。先日メール配信でもお伝えしましたが、熱週症リスクが高まる

場面においては外すように指導していますが、子ども達はなかなか外したがりません。２年間マスクをつける

ように指導されてきた子ども達ですので、マスク生活が定着してしまい、むしろマスクがないと感染症だけで

なく様々な不安があるようです。マスクのことだけでなく、子ども達には２年間余り様々に我慢や制限を強い

てきてしまった影響が、見えない形で子ども達の心や身体に出ています。子ども達の今の気持ちや状態をし

っかり受け止め、固まってしまった部分があれば、時間をかけてほぐしてあげる必要があると感じています。  

 ６月の初めに、これも３年ぶりに、中山中学校ブロックでの地区懇談会が

開かれました。中山中学校ブロックの児童生徒の代表と、それぞれの PTA

の方々、地域の方々が集まり、「あいさつのある街  つながる街  なかやま」と

いうテーマで、挨拶が広がる街にするにはどうしたらよいかについて意見交

換をしました。地域の行事もまだ中止が多いですが、子ども達が地域への

愛着がもてるよう、かかわりの機会を積極的にもっていくことも大切にしたい

と思っています。 
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７月号   

17 日には、横浜こども国際平和スピーチコンテストの区の審査会が行わ

れ、６年１組の高山晄太朗さんが本校の代表として「さらば、家の中のプラ

スチック」というテーマでスピーチを行いました。プラスチックによる海洋汚染

とそれに伴う健康被害を防ぐための身近な取組を進めていこうと力強く語

りかけていました。  

 



７月行事予定  

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育相談（希望制）  

希望制の教育相談を実施します。希望される方には、担任  

より日時をお知らせいたします。暑い時期ではありますが  

よろしくお願いいたします。  

学校カウンセラー来校日  

学校カウンセラー  米山  乃理子先生  の来校日は、  

７月５日（火）、 12 日（火）、 19 日（火）、  

８月 30 日（火）、９月６日（火） AM です。  

ご相談のある方は  副校長  または  児童支援専任の  

田崎教諭  を通してお申し込みください。  

〈森の台小学校  副校長  ℡  931－ 2047〉  

夏休み明けの主な行事予定  

８月２９日（月）授業開始  午前授業  

３０日（火）午前授業  

３１日（水）給食開始  

９月  ２日（金）短縮午前授業  全学年 13 時下校  

８日（木）４年高尾宿泊体験学習  保護者説明会  

１５日（木）・１６日（金）５年西湖宿泊体験学習  

２２日（木）学級懇談会  

３０日（金）・１０月１日（土）４年高尾宿泊体験学習  

1 金 委員会活動④

2 土

3 日

4 月

5 火 授業研究会のため５時間授業

6 水

7 木 ６年社会のルールとマナー教室

8 金 クラブ活動④

9 土

10 日

11 月 代表委員会

12 火
５年コーチング教室②
６年給食後下校

13 水
６年日光修学旅行
４年水道出前授業

14 木 ６年日光修学旅行

15 金
６年10：30登校
大掃除
５年西湖保護者説明会15：00～

16 土

17 日

18 月 海の日

19 火
短縮午前授業
下校【全学年13:00】
教育相談（希望制）

20 水
給食終了　短縮午前授業
下校【全学年13:00】
教育相談（希望制）

21 木
夏季休業開始（～8/26）
教育相談（希望制）

22 金 教育相談（希望制）

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

日
曜
日 行事



  

 

 

 

 

 

 

 

 

５月26日  木曜日  ３年生  つくし野アスレチック遠足  

 

 

 

 

 

 

 

晴天に恵まれ、３年生がつくし野アスレチックに遠足に行ってきました。たらいわたり、山すそのぼり、とびつき

ロープ、ありじごく…いろいろなコースにチャレンジ！何度も挑戦したり友達と協力してクリアしたりと、汗びっし

ょりになりながら楽しみました。池のステージではやっぱり「ずぶぬれ」になる子も！着替えの準備は万端のよ

うです。楽しい思い出がいっぱいの遠足になったようです。  

 

５月31日  火曜日  

２年生のまちたんけんは、慈眼寺と杉山神社に行ってきました。ほこらの中には竜の石碑が。何やら剣を守っ

ているように見えます。その先を登ると消防署や警察署、都筑工場の煙突が見えました。杉山神社では大き

な石の器のようなものが。何だろう手を洗う場所かな。まちのことをもっと知りたくなりました。  

 

 

 

 

 

 

      

 

６月６日  月曜日  

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  

『 自分大すき 友だち大すき 共に学ぶ子  実践する子  』  

○自分の考えをしっかりもち、困難なことにもあきらめず、自ら進んで学習する子を育てます。（知）  

○人に対して優しく思いやりをもって行動し、人の心の痛みのわかる子を育てます。（徳）  

○基本的生活習慣を身に付け、健康の保持増進を図るとともに、命あるものを大切にしようとする

子を育てます。（体） 

○地域の環境や人を大切にし、進んで人のためになる行動の取れる子を育てます。（公）  

○いろいろな人とのコミュニケーションを大切にし、よりよい生活について考える子を育てます。（開）  

学校教育目標に向かう子どもたちの姿を紹介します。  



梅雨の季節に入り、雨の中登校してくる子どもたち。廊下に飾られた１年生の作品を紹介します。おひさま

にこにこ。すきなものいっぱい。一つひとつ見ているとなんだか元気がでます。  

 

６月９日  木曜日  

 

 

 

 

 

 

        

２年生３回目のまちたんけんは中山駅方面に行きました。警察署ではパトカーや白バイをくわしく見せてくだ

さり、消防署では消防車やホースのことを教えてくださり、子ども達は大興奮。夢中になって見聞きしていま

した。その後は中山商店街をぶらり。駅前にはたくさんの店があります、せんべい屋、花屋、お茶屋、文房具

屋、お菓子屋、ラーメン屋、、、お店のことをもっとくわしく知りたくなったようです。  

 

６月16日  木曜日  田植え体験  ５年生  

 

 

 

 

 

 

 

四季の森公園の田んぼで５年生が田植え体験をしました。稲作の会の方々に植え方を教わり、いざ田んぼ

に入ります。ぬるぬるした土の感触に驚き、よろめきながら田んぼの中を進む５年生。稲の苗を４束くらい手

のひらにそっともち、はった綱の印の先にていねいに植えていきます。初めての体験に喜びながら、田植えの

大変さも感じていました。泥だらけになった子もたくさんいましたが、自分の足で感じた田んぼの土の感触は

忘れられないものになったことでしょう。稲の生長もしっかりと学んでいってほしいです。稲作の会の皆さまに

は、今後も水の管理などでお世話になります。よろしくお願いいたします。  

 

６月20日  月曜日  

 

 

 

 

 

 

 

水泳学習がはじまりました。全学年が水泳学習を行うのは３年ぶりです。プールコンディションは気温 34℃、

水温27℃。安全の約束を守りながら、水にもぐったり、水の中で目を開けたり、息を吐いたりして真剣に取

り組みます。後半は、バディの友達と確認しながら、水の中で歩くことや、いろいろな浮き方に挑戦しました。  


